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に値するものであったかも知れない。10月 2

日の答申の際には、ＰＨＷのサムス局長に対

し、鍼灸治療の効果とその理由を科学的根拠

に基づいて説明し、「東洋医学も確立された

医学であり、将来、東西両方の医学が融合

すれば、『真の医学』が誕生することを確信

している」と述べている。 

当時、ＧＨＱに問題視された鍼灸を存続さ

せるために、西洋医学の枠にはめ込もうとす

る動きがあったが、板倉博士は、「鍼灸は東

洋医学の治療法のひとつであり、その東洋医

学には西洋医学にない素晴らしさがある」と

し、「医学が発展するためには東洋医学と西

洋医学の枠を超え、お互いを融合させること

が必要である」と考えていたのである。医師

であるサムス局長もこの理念に賛同し、板倉

博士に握手を求め、「医学の発展のために今

後も研究を続けて欲しい」という希望を伝え

ている。 

東西医学融合による「真の医学」の誕生を

切望した板倉博士の言葉は、いつの時代にも

通じる言葉である。 

 ＧＨＱ旋風は、前近代的とされた日本鍼灸

を生まれ変わらせる「起爆剤」となり、現代

の日本鍼灸の「原点」となった。もしも当時、

業界が高い意識を持って鍼灸の改革を実行し

なかったら、身分法の制定は実現されず、現

在のような日本鍼灸の姿を見ることはできな

かったであろう。 

 ＧＨＱ旋風は単なる歴史的事実ではない。
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鍼灸治療の安全性向上・科学的根拠の証明な

ど、ＧＨＱ旋風当時と同様の難問が山積する

今、ＧＨＱ旋風について考える必要があるの

ではないだろうか。そして、当時のように業

界が一致団結して、それらの難問に取り組め

ば、きっと解決への道が開かれるのではない

だろうか。 
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あ る
のか？－ 

司会：形井秀一（筑波技術大学保健科学部） 

嶺総一郎（専門学校首都医校） 
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 坂部昌明（森ノ宮医療大学） 

 箕輪政博（千葉県立盲学校） 
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       藤井亮輔（筑波技術大学保健科学部） 

小野直哉（未来工学研究所） 

 

嶺：本日の講演を振り返りながら、これか 

ら求められる鍼灸師の質ということを、シ 

ンポジストの先生方にお話いただきたいと 

思います。 

香取：教育全体の質は私の中でありまが、 

今回は、視覚障害者のことについて、お話 

をさせて頂いたので視覚障害者について話 

をしていきます。盲学校の現状は視覚障害 

者が減っている。一つは、自然の人口の減 

少にともなうものであり、もう一つは職業 

選択の幅が広がってきて、鍼灸を仕事にし 

なくなっている。収入が少なくなっている 

ことが理由です。日本の鍼灸に盲人の偉人 

がいましたが、これから偉人が生まれるか 

というと、現状は行き詰っている。質の高 

い教育をして、どれだけ技術を教えられる 

のか考えています。 

坂部：私は近代の話をしましたが、私とし 

ては、肉を切らして骨を絶つではないが、 

こちら側としては、不利でないかと思わ 

れる位のことでも、位置付け次第で有利に 

なるんです。例えば、鍼の診療報酬を決め 

てしまえば、皆さんの行為は必然的に診療 

報酬上の請求が発生するものなんですね。 

そうすると、医者がやるんじゃないか、看 

護師がやるんじゃないかと議論があります 

が、すぐに養成できるはずないんです。じ 

ゃ、医者に鍼を渡して打ってといっても、 

誰も打ってくれませんから。私が医大に行 

っていたときに医者に鍼を打ってください 

と言っても、ごめんなさい、鍼をどうやっ 

て打つのか知らないと言います。そんなレ 

ベルの人たち。だけど、診療報酬がつけば、 

鍼灸は混合診療ではなくなるんです。おも 

しろくないですか。そういうことに乗れる 

か乗れないかというのが、私個人としては、 

鍼灸というものの価値ではなくて、鍼灸師 

さんの立場、自分たちがどうしていくかが 

難しい。鍼灸が医療行為だと言われても、 

あまりみなさん嫌がらないんですが、鍼灸 

師が医療をやっているという言い方をする 

と嫌がる方がいるんだと思うと、その点の 

齟齬と思われていることに自分たちがいか 

にトライするかがおもしろいんではないか 

と思います。最近、不動産業を手伝ってい 

るんです。世の中に実印と認め印の違いさ 

え分からない人達も出てきているんで、こ 

のままいくと、質とかの問題ではなく、国 

民全体のリテラシーが低くなっていってい 

る中で、少なくとも専門家自体の立ち位置 

をもう少し引きで見て、もう少し自分達の 

いいとこを取りにいかないといけないとま 

ずいのかなと思います。 

箕輪：そもそも反制度化（化→が？）誰が 

得しているのか。反制度で、食ってきてい 

る人は、もう少しやらないとだめですね。 

自由診療でやっている人たちは反制度のメ 

リットをこうむっていないと思います。と 

いうことは、反制度はいったい誰のために 

できたのかということです。それから、端 

的にいうと、私は、鍼灸大学の偏差値を最 

低50以上にするとが一つ。以上です。 

奥津：今、私は鍼灸学校に勤めていますが、 

年々受験者が減少しています。そういうこと 

もあり、今では教員自らが受験生を集めるた 

めに、高校で開催される進路説明会に 
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